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１月２４日(土)に、岩手県合唱小ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙｺﾝﾃｽﾄが行われ、本校から出場した男声、女声と

も、金賞をいただき、さらに女声は今年度も全国大会出場権のご褒美までいただきました。 

ここからは素人の私感です。男声は、男性特有の高音の響きと低音の支えがバランスよく、

まさに「合」唱。強い音も、弱い音もしっかり聴かせてくれました。そして、終わった瞬間に

拍手が････男声だけで「これほどの合唱」が伝わったのかと、勝手に思いました。そして、女

声は、聴いていて、心地よい、心振るわせる合唱だったと思いました。他の団体と比べても、

高音が心地よく耳に入りました。全体としての音も柔らかく、かといって、強弱などの表現も

しっかりあり、とても伝わってきました。審査員３人のうち２人が満点も納得です。 

次は３月１９日(木)の全国大会[福島市]。今後とも、応援を宜しくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

昇降口を入ると１年生の冬休みの傑

作の数々。個性が見えます。 

３年生は、公立高校入試願書が完

成。卒業文集原稿も大詰めです。 

３年生の教室前。鬼は～外～！イン

フル～外～！テス勉～は内～！ 
 

 
◎春の全国中学生ハンドボール選手権大会岩手県予選会（1/24(土)） 
【女子】２回戦 23-28 矢巾   個人奨励賞：阿部惟果 
【男子】１回戦 15-21 滝沢南  個人奨励賞：山田柊太 

◎矢巾町書道展作品出展（2/10(火)～2/15(月)に矢巾町公民館で展示されています） 
【１年】菅川あかり、千葉あかり、七尾友莉、久保田仰、髙橋心 
【２年】齊藤琥珀、北川塁希、阿部惟果、奥村杏貴、千葉悠禾、佐々木翼、菊地励 
【３年】井上柚希、遠藤悠仁、近江桜綾、東平暖乃、芦名侑樹、中村羽唄、三浦広愛 

植田莉帆、中山実優、佐々木彩優、佐々木由希、藤原小瑚 
 

〒028-3622 
矢巾町大字上矢次 7-115 
TEL：019-697-1921 
FAX：019-697-7526 

（文責：藤澤 崇） 



                                                                      

                                  

      
 年末はお忙しい中、

「まなびフェスト」ア

ンケート（評価）のご

協力、ありがとうござ

いました。結果がまと

まりましたので、お知

らせいたします。 

 学校への評価は、肯

定回答がほぼ９０％で

あり、全項目で前年を

上回ることができまし

た。これも、多くの保

護者の皆様が、先生方

の取り組みに対して、

ご理解ご協力をくださ

っている賜物と心より

感謝を申し上げます。

なお、否定回答が少な

からずあったことも事

実ですので、「すべて

の子供たちのために」

の視点はぶれず、全職

員で「より良く」に努

めていく所存です。 

 また、子供たちの自

己評価は、成果(向上)

が見えるものと課題(低

下)が認められるがあり

ますが、「挨拶」「表

現活動」については、

度々、各学級・学年等

で話し合いがあった

り、先生方からの助言

があったりしています

ので、「成果は成果」

「課題は課題」と客観

的に受け止めているも

のととらえていまし

た。今後の指導の参考として、取り組んでいるところです。 

それとは別に気になる数値も･･････。「心を磨く清掃」の『家事の手伝いなど･･････実行させます』

で保護者の皆様の肯定回答は約６４％です。しかし、表にはありませんが、子供たちへの調査で『家庭

内で自分の役割･･････毎日実行している』の肯定回答は約８４％となっており、大きな開きがありま

す。一人ひとりの「評価の物差し」が変わるので一喜一憂するものでもないとは思いますが、子供たち

の捉えと保護者の捉えに差がある可能性が高いことは事実と言えるようです。 

何にせよ、「お手伝い」というよりは「家族の一員として、家族のための仕事」や「自分の分の片づ

け（洗濯物、洗い物など）」など、中学生であれば、ぜひ、やらせていただきたいと強く願っていま

す。･･････子供のすることです。失敗は必ずします。ダメなこともします。でも、やらせないと、任せ

ないと何も育ちません。『信頼する！ただし、放任せずに、確かめてサポートする！』が大人の務めと

思っています。《･･････とはいえ、今週は、３学期末テストに向けて、肯定回答約７０％であった『家

庭学習体制のサポート』に重点をお願いします。(ただし「お手伝い不要」ではありません)》 

ぜひ、今後とも、子供たちのための「より良く」をともに！･･････ただし、「与え過ぎ・助け過ぎ・

口出し過ぎ・無失敗・ダメの放置・SNS 無管理、等」は『より悪く』です。ご注意を。 
 


